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医学部看護学科入学者選抜方法の変更について

医学部看護学科では，平成 年度入学者選抜試験から次のとおり入学者選抜方法を変更します。

１．募集人員の変更

年度 平成 年度 平成 年度 

募集人員等 

入試区分 募集人員 入試区分 募集人員 
一般入試（前期日程） 名 一般入試（前期日程） 名 
一般入試（後期日程） 名 ※ 一般入試（後期日程） 名 ※

推薦入試 名 推薦入試 名

合計 名 合計 名 
※募集人員には，社会人入試 若干名 の募集人員を含みます。

２．推薦入試における推薦人員の変更

年度 平成 年度 平成 年度 
推薦人員 ・各高等学校等から２名以内 ・各高等学校等から３名以内 
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大分大学アドミッション・ポリシー

基本理念 
人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて，豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人

材を育成するとともに，地域の発展ひいては国際社会の平和と発展に貢献し，人類福祉の向上と

文化の創造に寄与することです。

 

 

教育の目標

１．学生の立場にたった教育体制のもとで，広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い倫

理観を有する人材を育成します。

２．ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応用力に富んだ人材を育成します。

３．高い学習意欲をもち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身につけ，広く世界で活躍できる

人材を育成します。

 

 

求める学生像

意欲をもち，将来への可能性を秘めている人を求めています。 
１．幅広く，より深く学ぶための基礎的能力をもっている人 
２．旺盛な知的好奇心をもち，新しい課題に積極的に取り組む人 
３．自分のもつ資質を磨き，能力を伸ばしたい人 
４．夢や目的をもち，周囲と協力しつつその実現に向けて努力する人

５．志をもって国際社会及び地域社会への貢献をめざす人
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教育学部（改組予定）アドミッション・ポリシー

基本理念・目標

地域の学校教育の発展のため，教育に関する専門的な知識・技能を学校現場の中で創造的・総合的

に活用し，新たな学びや地域の教育課題に適切に対応できる実践的指導力を備えた小学校教員，特別

支援学校教員の養成を行うことです。

求める学生像

・小学校教員として，あるいは特別支援学校教員として子どもたちの教育や支援に取り組む意欲と情

熱がある人 
・学校教育に深い関心があり，大分県を中心とした地域社会への貢献ができる人 
・物事を多面的に分析し，自ら課題を見つけ，他者と協働して課題解決ができる人 
・子どもや他者とのコミュニケーションが積極的にでき，相互理解を深めようとする人 

入学者選抜の基本方針

教育学部では，多様な観点から受験者の学力や資質をみるため，一般入試（前期日程・後期日程）

及び推薦入試を実施し，「求める学生像」にそって学生を選考します。

・一般入試（前期日程）

総合的な学力をみるため，大学入試センター試験と個別学力検査を課しています。大学入試セン

ター試験は５～６教科７～８科目とし，個別学力検査では教科の試験と面接を課しています。

・一般入試（後期日程）

総合的な学力をみるため，大学入試センター試験と個別学力検査を課しています。大学入試セン

ター試験は５～６教科７～８科目とし，個別学力検査では面接を課しています。

・推薦入試

総合的な学力をみるため，大学入試センター試験と面接を課しています。大学入試センター試験

は５～６教科７～８科目とし，面接では提出書類と合わせて総合的に判断して選考します。

各選抜試験で重視する力や観点

入試区分 入試科目

確 か な 学 力 求 め る 学 生 像

知識・技能
思考力・判断
力・表現力

主体性・多様
性・協働性・ｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

教育や支援に
取り組む意欲
と情熱

学校教育への
深い関心

一
般
入
試

前期
日程

大学入試セ
ンター試験

〇 〇

教科の試験 〇 〇 〇

面接 〇 〇 〇 〇

調査書 〇 〇 〇

後期
日程

大学入試セ
ンター試験

〇 〇

面接 〇 〇 〇 〇

調査書 〇 〇 〇

推薦入試

大学入試セ
ンター試験

〇 〇

面接 〇 〇 〇 〇

調査書 〇 〇 〇

志望理由書 〇 〇 〇

推薦書 〇 〇 〇
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高等学校等の段階で習得すべき知識・能力

本学部の教育は，高等学校において学習する教科・科目を十分に理解し，習得していることを前提

として行われます。このような点から，大学入試センター試験で課している教科・科目について，及

び一般入試（前期日程）において各コースで課している教科・科目についてはその基礎を十分に理解

し，習得するとともに，応用的な力を養うことが必要です。推薦入試や一般入試（後期日程）におい

ては，これら教科・科目の試験は課していませんが，大学入学までにこれらの教科・科目を履修し，

習得していることが望まれます。

国 語：他者の考え・気持ちを理解するとともに，文章や資料等を的確に理解し，論理的に

考え，話したり書いたりすることに習熟していることが必要です。

なお，習得しておくべき科目は国語総合の他，国語表現，現代文，古典に関する科

目です。

地理歴史，公民：地理歴史科及び公民科における各科目の学習を通じて，基礎的な知識や技能を習

得するとともに，地理，歴史及び現代社会に対する見方・考え方を身につけておく

ことが必要です。また，現代社会や世界には多様な価値観や考え方があることを理

解するとともに，身近な地域や社会，世界で起こっている出来事や社会的事象に対

して普段から興味や関心を持つことが望まれます。

数 学：数学の基本的概念や原理・法則を理解するとともに，基礎的な計算技能を習得す

る必要があります。単に公式を暗記して問題に当てはめるのではなく，よりよい解

法を求めて，既習の知識・技能を活用する姿を期待します。また，数学的な見方・

考え方を身につけ，物事を数学的に判断・処理する能力を磨くことが必要です。

なお，習得しておくべき科目は数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂです。

理 科：基礎的な概念について理解をし，科学的な自然観を持つことが必要です。さら

に，知識の暗記だけでなく，科学的・論理的な思考を展開するために必要な見方や

考え方を身につけていることも必要です。

外国語（英語）：外国語（英語）を聞くこと，話すこと，読むこと，書くことに関する基礎的な能力

を身につけ，積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲にあふれているこ

とが必要です。特に情報や考えなどを的確に理解したり，適切に伝えたりする力を

養い，国際社会に生きる人間としての精神と外国語（英語）の力を持つことが望ま

れます。

なお，習得しておくべき科目はコミュニケーション英語 ，コミュニケーション英

語Ⅱ，英語表現Ⅰ，英語表現Ⅱです。
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経済学部アドミッション・ポリシー

教育理念・目標

本学部は，経済学，経営学を中心にしながら社会科学の諸分野について，基礎から応用・実践に

至るまで幅広く学習することを通じて，経済社会の動向を的確に把握し，社会の中核を支える人材

を養成することをめざしています。

こうした人たちが今日の高度化・複雑化する社会に柔軟に対応しながら，各方面で真価を発揮す

るためには，基礎的能力が不可欠です。こうした能力を身につけることは，社会や経済の変化に対

する適応力を高めるとともに，創造性を発揮するうえでの基盤になると考えています。また，実社

会で活躍するうえで求められる実践力を身につけるためにも基礎的能力が重要です。そこで，学生

の基礎的能力を高めることを本学部の教育目的とします。

この目的を達成するために基礎学力を伸ばすことのできる多様な授業，カリキュラムを編成する

とともに，少人数教育に基づいたきめ細かな指導によって，論理力，表現力，開かれたコミュニケー

ション能力や共生する力を育成します。同時に，国際化，情報化などに対応できる能力も育成します。

求める学生像

本学部は，経済社会の諸問題に関心をもつ人に対して，その基礎的能力を高めることを教育の目

的としています。

したがって，本学部に入学する人は，経済社会への関心や基礎学力を有すると同時に，自分のも

つ学力や能力を伸ばしたいという意欲をもつ学生であってほしいと考えています。とくに，いきい

きとした好奇心をもち続けられる人，しっかりした自分をもち自己表現ができる人，そして，バイ

タリティーあふれる人を本学部は求めています。卒業後の進路として，次のような目標をもってい

る人が入学することを歓迎します。

・金融界で活躍することをめざす人（たとえば銀行，保険会社，証券会社の仕事などをめざす人）

・産業界で活躍することをめざす人（たとえばメーカー，商社，サービス業の仕事やベンチャー

ビジネスの起業などをめざす人）

・公務に携わることをめざす人（たとえば公務員，国税専門官，裁判所職員や警察などの仕事を

めざす人）

・会計や税務，法務に携わることをめざす人（たとえば公認会計士，税理士，中小企業診断士，

社会保険労務士，司法書士などをめざす人）

・教育や研究に携わることをめざす人（たとえば高校教員や研究調査の仕事，また大学院進学な

どをめざす人）

・国際社会で活躍することをめざす人（たとえば国際公務員や海外ボランティア，また外国企業

で働くことをめざす人）

・地域社会で活躍することをめざす人（たとえば県庁・市町村役場やマスコミ，病院，福祉施設

などで働くことをめざす人）

《各学科の特色》

本学部は，次の三つの学科によって構成され，それぞれ特色ある授業を提供しています。

とりわけ地域経済や地域社会に関する豊富な授業は他大学にはみられない充実したものです。

学生は入学時に学科を決めず，基礎を幅広く学んだのち各自の希望に応じて所属学科を決めます
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が，学生の多様な関心やニーズに対応し，多面的な学習ができるように所属学科にかかわらず豊

富なメニューのなかから自由に選択できるようにしています。

〈経済学科〉

経済学科では，家計，企業，政府などの経済主体の行動から構成される経済現象の全体像につ

いて学びます。分析にあたっては，さまざまな経済現象の関連性に着目して，それらの因果関係

を明らかにすることを重視します。

〈経営システム学科〉

経営システム学科では，現代企業のかかえる諸問題を正確に分析し，解明するための方法を学

びます。基本的には経営学・会計学・商学を中心にして，理論と実践の統合をはかっています。

〈地域システム学科〉

地域システム学科では，地域レベルで生じているさまざまな地域問題を社会学・地理学・社会

福祉学・法学・コミュニケーション学などに立脚しながら総合的・学際的にとらえ，その具体的

解決策を模索することを目的としています。

入学者選抜の基本方針

経済学部では，一般入試（前期日程，後期日程）のほか，推薦入試（普通推薦，商業推薦），アド

ミッション・オフィス入試（ＡＯ入試），社会人入試などを実施し，複数の入学者選抜方式によって

多様な人材を受け入れることをめざしています。

・一般入試（前期日程）

高等学校等において基礎的な学力を修得した学生を選抜するため，大学入試センター試験は５

〜６教科７～８科目とし，個別学力検査では数学と英語から１教科を選択します。

・一般入試（後期日程）

高等学校等において基礎的な学力を修得した学生を選抜するため，大学入試センター試験は４

〜５教科５科目とし，個別学力検査では小論文を課します。小論文では，社会科学的素材に基づく

出題を行い，理解力（あるいは大意把握力），論理的思考力，表現力をみます。

・推薦入試（普通推薦，商業推薦）

大学入試センター試験と個別学力検査を免除し，小論文，面接，提出書類を総合して選考します。

小論文では，社会科学的素材に基づく出題を行い，理解力（あるいは大意把握力），論理的思考力，

表現力をみます。面接はグループによるディスカッション方式で行い，積極性や理解力，自己表現

能力をみます。

・アドミッション・オフィス入試（ＡＯ入試）

英語または簿記の能力が高く，そのうえで経済学・経営学等を学び，能力を高めようとする意欲

を持つ学生を選抜するため，大学入試センター試験と個別学力検査を免除し，小論文，面接，提出

書類を総合して選考します。選抜方法は２段階選抜で，第１次選考は自己推薦書及び調査書による

書類選考とします。第２次選考は小論文及び個人面接とします。小論文では，社会科学的素材に基

づく出題を行い，理解力（あるいは大意把握力），論理的思考力，表現力をみます。個人面接では，

提出書類も参考にして，取得資格に関する能力，積極性，自己表現能力をみます。
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・帰国子女入試

大学入試センター試験と個別学力検査を免除し，小論文，面接，提出書類を総合して選考します。

小論文では，社会科学的素材に基づく出題を行い，理解力（あるいは大意把握力），論理的思考力，

表現力（日本語能力を含む）をみます。面接では，経済社会への知的好奇心や勉学意欲，自己表現

能力をみます。

・社会人入試

大学入試センター試験と個別学力検査を免除し，小論文，面接，提出書類を総合して選考します。

小論文では，社会科学的素材に基づく出題を行い，理解力（あるいは大意把握力），論理的思考力，

表現力をみます。面接では，経済社会への知的好奇心や勉学意欲，自己表現能力をみます。

・私費外国人留学生入試

日本留学試験ならびに本学で実施する学力検査（数学または英語から１教科選択），小論文，面

接，提出書類を総合して選考します。小論文では，社会科学的素材に基づく出題を行い，理解力（あ

るいは大意把握力），論理的思考力，表現力（日本語能力を含む）をみます。面接では，経済社会

への知的好奇心や勉学意欲，自己表現能力をみます。

・第３年次編入学

英語，小論文，提出書類を総合して選考します。小論文では，社会科学的素材に基づく出題を行

い，理解力（あるいは大意把握力），論理的思考力，表現力をみます。

高等学校等の段階で習得すべき知識・能力

経済学部の教育は，高等学校等において学習する教科・科目を十分に理解していることを前提と

して行われます。学生の基礎的能力を高めることが本学部の目標ですので，大学入学までに以下に

掲げる能力等を身につけるようにしてください。

国 語：資料や文章の読解力や大意把握力，自分の考えを説明するための論理的思考力と

表現力が必要です。

地理歴史，公民：基礎的な知識と政治，経済，社会の動きに対する知的好奇心と探究心が必要です。

数 学：基本的概念や原理・法則を理解することに加え，論理的な思考力と応用力（商業

推薦の受験者にあっても，簿記に関する同様の思考力と応用力）が必要です。

理 科：基礎的な知識と自然や科学に対する知的好奇心と探究心が必要です。

外国 語（英語）：資料や文章の読解力と意思疎通のためのコミュニケーション能力，ならびに多様

な言語文化に対する関心が必要です。
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医学部アドミッション・ポリシ－
 

基本理念

医と看護に関する最新の学術を教育・研究し，高度の医学及び看護学の知識並びに技術，そしてこ

れらを支える高い倫理観と豊かな教養・人間性を備えた医師或いは看護師・保健師，更には医学，看

護学研究者を養成し，これら学問の進歩，国民の健康の維持増進，医療・保健を中心に地域や国際社

会の福祉に寄与することが基本理念です。

教育の目標

医学科

患者の立場を理解した全人的医療を行い，豊かな教養と人間性，高度の学識，問題解決能力，

生涯学習能力及び国際的視野を備えた医師や研究者を養成します。

看護学科

人々が心身ともに健康な生活を営めるよう，適切な看護を行うことができる専門的知識と技術

の習得を促し，看護学の発展と地域住民の保健・医療・福祉の向上，ひいては国際社会への貢献

ができるよう，豊かな人間性を備えた人材を養成します。

求める学生像

医学科

１ 医師として人の健康と福祉及び科学の進歩に貢献したいという確固たる決意を持っている人

２ 患者の痛みを分かち合い，患者に対する思いやりに満ちた慈愛の心を正しく体得しようとす

る志を持っている人

３ 日進月歩の医学・医療に対応する知識と技術を習得するため，たゆまぬ努力と地道な研鑽を

重ねることができる持続力と忍耐力を持ち合わせている人

４ 他者の意見を良く聞き，協調して物ごとを進めることができる社会性とコミュニケーション

能力を備えている人

看護学科

１ 看護を通して社会に貢献しようとする意志と，他者の喜び，苦しみを分かち合える温かい心

を持っている人

２ 日進月歩の医療及び激動する社会の変化に対応しうる知識と技術の習得のため，たゆまぬ努

力と自己研鑽（生涯学習）を重ねる人

３ 国の内外を問わず，社会に起こっている問題に関心を持ち，それに対して自分の考えが述べ

られるような教養を備えている人

４ 何ごとにも積極性を持ち，多くの人と交流ができる社会性を備えている人

入学者選抜の基本方針

医学科

前述の「求める学生像」にふさわしい学生を選抜するために，医学科では，一般入試とアドミッ

ション・オフィス入試を実施し，それぞれの選抜の趣旨に従って，多様な観点から受験者の学力や

資質を評価しています。また，医学以外の学問を修めた大学卒業者を対象に２年次後学期への学士

編入学を実施しています。
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・一般入試（前期日程）

一般入試では，高等学校等での教科面における学習の達成度をみるため，大学入試センター

試験は５教科７科目を課しています。個別学力検査では，前期日程において，理科（物理基礎・

物理，化学基礎・化学，生物基礎・生物から２科目選択），数学，英語の３教科の学力を測る

とともに，面接によりコミュニケーション能力・学習意欲・倫理観等，受験者の素養を評価し

ます。その際，高等学校等の調査書を参考資料とします。

・アドミッション・オフィス入試（略称「ＡＯ入試」）

ＡＯ入試とは，従来の高等学校長による推薦ではなく自己推薦による入試であり，本学部ア

ドミッション・ポリシーに掲げた求める学生像について，学力のみで選抜するものとは異なり，

丁寧な面接により適性等を評価し選抜するものです。一般入試と同じく大学入試センター試

験は，高等学校での教科面における学習の達成度をみるため，５教科７科目を課しています。

面接では，個人面接と集団面接を行い，医学を学ぶための適性・コミュニケーション能力・学

習意欲・リーダーシップ・協調性・独創性等を評価します。また，自己推薦書，調査書及び特

別活動に関する調査書から，志願者がどのような高校生活を送ってきたかを，課外活動やボラ

ンティア活動，資格等を中心に評価します。

・学士編入学

学士編入学では，多様な専門能力，明確な問題意識や高い問題解決能力を有する人材並びに

地域医療の場で活躍できる人材を受け入れるため，次のような３段階による選抜方法を実施

しています。第１次選抜では小論文を含む書類審査を，第２次選抜では生命科学に関する

総合問題と英語の学力審査を，第３次選抜では個人面接と課題発表形式を取り入れた集団面

接を行っています。

看護学科

前述の「求める学生像」にふさわしい学生を選抜するために，看護学科では，一般入試と推薦入

試を実施し，それぞれの選抜の趣旨に従って，多様な観点から受験者の学力や資質を評価していま

す。また，社会人を対象とした入試や，看護系短期大学・専修学校の卒業者等を対象とした３年次

編入学を実施しています。

・一般入試（前期日程・後期日程）

一般入試では，高等学校での教科面における学習の達成度をみるため，大学入試センター試

験については５教科５科目を課しています。また，個別学力検査については，前期日程では小

論文を課すことにより，論理的思考力・表現力・読解力・看護学を学ぶための適性等を評価し

ます。後期日程では面接によりコミュニケーション能力・学習意欲・倫理観等を評価します。

・推薦入試

推薦入試では，大学入試センター試験を免除し，小論文と面接を課しています。小論文では，

理解力・統合力・思考力・表現力・独創性・論理性等を評価します。面接では，個人面接と集

団面接を行い，看護学を学ぶための適性・コミュニケーション能力・学習意欲・自己理解力・

リーダーシップ・協調性等を評価します。その際，高等学校長等の推薦書及び調査書を参考資

料とします。

・社会人入試

社会人入試では，社会人としての経験を看護の分野に生かしてゆくことのできる有能な人

材を受け入れるため，大学入試センター試験を免除し，小論文と面接を課しています。小論文

では，理解力・統合力・思考力・表現力・独創性・論理性等を評価します。面接では，個人面

接と集団面接を行い，看護学を学ぶための適性・コミュニケーション能力・学習意欲・自己理

解力・リーダーシップ・協調性等を評価します。
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・３年次編入学

短期大学の看護系学科及び看護系専修学校の卒業者等に，看護に対する専門能力及び指導

能力をより高める機会を提供することを目的として，３年次への編入学を実施し，英語と総合

問題と面接を課しています。総合問題では，専門基礎科目並びに専門科目に関する基礎知識・

問題解決能力・統合能力を測り，面接では，コミュニケーション能力・学習意欲・倫理観等を

評価します。

高等学校等の段階で習得すべき知識・能力

医学・医療を学ぶには，十分な基礎学力に加えて幅広い教養と他者への共感性，倫理性，社会的常

識を備えていることが不可欠です。医学部の教育は，高等学校教育全科にわたって以下に掲げる基礎

的な知識，技能，思考力，体力等をバランスよく身につけていることを前提として行なわれます。合

格時に不足している項目については，入学までに確実に習得することが必要です。

医学科

国 語：他者の考え・気持ちを理解し，自分の考え・気持ちを伝える十分な読解力と文章

力，論理的思考力，コミュニケーション能力を磨くことが必要です。

地理歴史，公民：各科目の基礎的知識，社会的常識と思考力を身につけていることが必要です。

数 学：理系数学（数学Ⅲ・数学Ｂの範囲まで）の知識，応用力と数理的思考力を身につけ

ていることが必要です。

理 科：物理基礎・物理，化学基礎・化学，生物基礎・生物の知識と理学的思考力を身に

つけていることが必要です。

外 国 語（英語）：国際的視野に立つ思考力，外国語文献を読解し，外国語で発表する基礎的語学力

を身につけていることが必要です。

保 健 体 育：健康と体力を維持・管理する基礎的知識と技能が必要です。

看護学科

国 語：他者の考え・気持ちを理解し，自分の考え・気持ちを伝える十分な読解力と文章

力，論理的思考力，コミュニケーション能力を磨くことが必要です。

地理歴史，公民：社会科学的な基礎知識と思考力を身につけていることが必要です。

数 学：数学Ⅰまたは数学Ⅱの基礎的知識，応用力と数理的思考力を身につけていること

が必要です。

理 科：物理基礎・物理，化学基礎・化学，生物基礎・生物の知識と理学的思考力を身につ

けていることが必要です。

外国語（英語）：国際的視野に立つ思考力，会話力を身につけていることが必要です。

保 健 体 育：健康と体力を維持・管理する基礎的知識と技能が必要です。
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工学部アドミッション・ポリシー
 
基本理念

質の高い特色ある教育と研究を通じて，世界に通用する科学技術を創造し，もって地域に貢献する

とともに，豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人材を育成することです。

教育の目標

学生の立場にたった教育体制のもとで，自らの課題を探求する高い学習意欲と柔軟な思考力を有

し，国際基準を満たすゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を備えるとともに，豊かな人間性と高い

倫理観を有する人材を養成することです。

求める学生像

環境や社会に対する影響も予見しながら自然との共生や，真に人類に役立つ技術とは何かを自ら

考え，先進的科学技術によって人類福祉に貢献する意欲をもち将来への可能性を秘めている人を求

めています。

以上の観点と本学の求める学生像から，具体的には，次のような人を求めています。

１ 工学の基礎をなす科目に対して基礎学力を備え，広範囲な事象に対して強い知的好奇心を

もっている人

２ 新しい課題を自ら見いだす着想力をもち，この課題に立ち向かう強い意志とねばり強さを

もっている人

３ 豊かな感性と表現力をもち，自立的に考えながらも他人と協力・共同して物事を実行してい

く姿勢をもっている人

４ 技術者として，国際舞台でリーダーシップと行動力を発揮することに強い意志をもってい

る人

特に，各学科では，次のような人を求めています。

〈機械・エネルギーシステム工学科〉

本学科は，機械に関する基礎技術と利用技術，メカトロニクス，ロボティクスなどの制御の分野，

新エネルギー，エネルギーの有効利用に関する技術開発および利用技術に重点を置く，機械工学・

電気工学の総合的な教育と研究を行います。

以上のような教育理念に基づき，本学科では次のような人を求めています。

１ 数学及び物理に関する基礎学力を備え，国語及び英語に関する基礎的な語学力も有し，自

分の意見を論理的に説明できる人

２ 自ら問題を見いだし，計画的にその解決をめざすことができるリーダーシップと行動力を

もっている人

３ ものづくりに興味があり，そのために必要な深い専門知識を身につけて創造的技術者や研

究者となることをめざし，それによって人のために役立ちたいという強い意志をもっている

人

４ 地球規模での課題に問題意識をもち，それらの課題と技術との融合について関心をもって

いる人

〈電気電子工学科〉

本学科は，電気，電子，情報，通信等に代表される電気電子工学の広範な分野の中で，社会や

環境に対する影響も予見しながら，人類の幸福・福祉に役立つ技術とは何かを積極的に考え，技

術の発展や学問の進展に貢献することのできる人材の育成を目的にしています。
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以上のような観点から，本学科では次のような人を求めています。

１ 高等学校での基礎的な学習内容をよく理解して，電気電子工学並びに幅広い教養を学ぶた

めの基礎学力をもっている人

２ 現代社会の抱える課題や科学技術に関心があり，自ら学び理解しようという知的好奇心を

もっている人

３ 何事にも積極的にチャレンジする行動力をもっている人

〈知能情報システム工学科〉

本学科は，人の知を拡大する新世代知的ＩＴ（情報技術）革命の担い手となる国際的技術者・研

究者を育てるという教育理念に基づき，次のような人を求めています。

１ 情報科学の基礎から情報・知能工学の応用までの幅広い学習と研究に取り組むことができ

る基礎的な能力と旺盛な知的好奇心をもっている人

２ 高度情報化社会において，新たな課題を自ら見つけだし，解決することを通じて，地域社会

や世界に貢献したいという高い志をもっている人

３ 豊かな感性と表現力・コミュニケーション能力をもち，自ら考えて行動し，夢の実現に向か

ってチャレンジすることができる人

〈応用化学科〉

私達が将来にわたって地球上で共存し幸福に暮らしていくためには，エネルギー・情報・環境

に関して生じてくる複雑な問題を科学的に解決していかなければなりません。化学は物質の存在

形態と変化の本質を明らかにしようとする学問ですから，種々の課題の解決における化学の知識

と技術の重要性は，新しく形を変えつつますます大きくなってきています。

本学科は，私達の生産活動，毎日の生活や自然現象を化学的な立場から自ら進んで考え，化学技

術によって人類福祉に貢献することのできる技術者，研究者の養成を目標にしています。

応用化学科の教職員は，一生懸命自分を高めようと頑張る学生諸君を力いっぱい支援します。

以上の観点から，本学科では次のような高校生や社会人を求めています。

１ 自然界や人間社会，産業社会のさまざまな現象について常に科学的・化学的観点から興味を

もつことができる人

２ 工学を学ぶために必要な，数学，化学とともに物理あるいは生物について基礎学力をもって

いる人

３ 英語，国語の基礎的語学能力をもとに，与えられた課題について論理的かつ自由な発想で考

え，意見を発表することができる人

４ 学習の目標を達成する強い意志をもっている人

〈福祉環境工学科〉

本学科は，すべての人が幸福を感じられる高度福祉社会を，工学的側面から実現するための研究

開発と人材養成を行うことを理念にしており，このような目標に向かって努力できる人を求めて

います。

・建築コース

建築は生活の器として人間に密接な存在であり，都市や地域の環境を構成する基本的な要素

です。そのため，建築には自然と共生しながら，人間生活の安全性・快適性を追求し，その質を

向上させながら，長年にわたって持続させていくことが要求されます。したがって，自然科学や

工学の分野だけでなく，人文，社会科学から芸術にわたる幅広い知識が必要となります。

本コースは，高度化・多様化・国際化している社会のニーズに対応できる豊かな発想力，豊か

な人間性及び幅広い見識を兼ね備えた建築家，建築技術者，研究者の育成を目標としています。

そのため本コースは次のような意欲と情熱をもつ人を求めています。
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１ 工学，人文，社会科学並びに芸術の分野に関心があり，幅広い専門知識を身につけ社会に

貢献できるエキスパートをめざしている人

２ あらゆる立場の人とコミュニケーションできる能力と見識を有する技術者になりたいと

いう旺盛な意欲をもっている人

３ 自ら課題を見つけだし，それを解決できる行動力と柔軟な思考力を獲得するため努力を

する人

・メカトロニクスコース

機械部品と電気部品とその制御装置が複合されたメカトロニクス装置（

ロボットはその一例）は，多くの人の負担を軽減すると共に，今まで人にしか

できなかった作業も可能にしつつあります。

本コースは，このメカトロニクス装置に関する技術を通じて社会のニーズに貢献するメカ

トロニクス技術者・研究者の育成を目標とし，次のような人材を求めています。

１ 自分の力を人々の生活の質の向上に役立てようとする気持ち『福祉マインド』を持ち，こ

れを育もうとする人

２ 理工学，人文並びに社会科学の分野に関心があり，メカトロニクスに関する幅広い専門知

識を身につけ社会に貢献できるエキスパートをめざしている人

３ 国際的なコミュニケーション能力を有する技術者になりたいという強い意志をもってい

る人

４ 自ら課題を見つけだし，それを解決できる行動力と柔軟な思考力をもっている人

入学者選抜の基本方針

本学部では，多様な観点から受験者の学力や資質をみるため，一般入試（前期日程・後期日程）の

ほか推薦入試，帰国子女入試，私費外国人留学生入試などを実施し，アドミッション・ポリシーにそ

って学生を選考します。

・一般入試（前期日程）

大学入試センター試験（５教科７科目）および個別学力検査（数学，理科）により，専門分野の

学習に必要な基礎学力を見ます。

・一般入試（後期日程）

大学入試センター試験（５教科７科目）により，専門分野の学習に必要な基礎学力を見るととも

に，個別学力検査（面接）により，専門分野への関心や意欲と自己表現力を見ます。

・推薦入試

大学入試センター試験および個別学力検査を免除し，調査書，推薦書，基礎能力試験および面接

により総合的に評価し，選抜します。基礎能力試験では，いくつかの設問を通じて，基礎能力を含

む論理的思考力，課題解決能力を見ることで，受験者の工学分野への適性をはかります。また面接

では，専門分野への関心・意欲・理解を見るとともに，積極性，自己表現力を見ます。また基礎学

力に関する試問も含み，理解力・論理的思考力・表現力についても評価します。

・帰国子女入試

大学入試センター試験を免除し，本学で実施する学力検査（数学，理科，英語），面接，提出書

類により総合的に評価し，選抜します。面接では，専門分野への関心・意欲・理解を見るとともに，

積極性，自己表現力を見ます。また基礎学力に関する試問も含み，理解力・論理的思考力・表現力

についても評価します。

・私費外国人留学生入試

日本留学試験ならびに本学で実施する学力検査（数学，理科，英語），面接により総合的に評価
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し，選抜します。面接では，日本語能力，専門分野への関心・意欲・理解を見るとともに，積極性，

自己表現力を見ます。また基礎学力に関する試問も含み，理解力・論理的思考力・表現力について

も評価します。

・第３年次編入学

面接，提出書類により総合的に評価し，選抜します。面接では，簡単な筆記試験及び口頭試問に

より，基礎学力や専門分野の学力を見るとともに，専門分野への意欲，積極性，論理的思考力，自

己表現力についても評価します。

高等学校等の段階で習得すべき知識・能力

工学部の教育においては，高等学校において学習する以下のような教科・科目の内容を理解してい

ることが望まれます。高等学校の教育課程や入試区分等の違いもあるため，理解のレベルは個人によ

りそれぞれ異なると思います。不足していると思われる項目については，入学までに身につけるよう

期待します。

国 語：他者の考え・気持ちを理解するとともに，文章や資料等を的確に理解し，論理的

に考え，話したり書いたりすることに習熟していることが必要です。

地理歴史，公民：基礎的な知識を習得するとともに，地理，歴史及び現代社会に対する客観的な見

方・考え方を身につけ，政治・経済・社会の動きに対して常に興味や関心を持つこ

とが必要です。

数 学：数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂについて，基礎的な計算技能を習得する

とともに，基本的な定理を理解して活用できることが必要です。また，数学的な見

方・考え方を身につけ，物事を数学的に判断・処理することに習熟していることが

必要です。

理 科：物理基礎・物理および化学基礎・化学について，基礎的な概念を理解するととも

に，科学的・論理的な思考を展開するために必要な見方・考え方を身につけている

ことが必要です。

外 国 語（英語）：外国語（英語）を聞くこと，話すこと，読むこと，書くことに関する基礎的な能

力を身につけ，積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲にあふれ，国際社

会に生きる人間としての精神と外国語（英語）の力を持つことが必要です。
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福祉健康科学部（設置予定）アドミッション・ポリシー

     
基本理念

福祉と医療，心理を融合した新しい教育研究を通じ，リハビリテーション学，社会福祉学，心理学

の学問領域に立ち，それぞれの学問領域における高度な専門的知識と技能のみならず他領域におけ

る知識等を体系的に習得することを通じて，「地域包括ケア」のリーダーとして活躍できる人材養成

を行うことによって，より成熟した福祉社会の実現に寄与することです。 
 

教育の目標

資格取得をめざすのみではなく，「高度な専門性」と「社会人としての教養と態度」を備えた医療・

福祉・心理の各分野における「実践専門職」として社会に貢献するとともに，包括的な支援を高度に

マネジメントできるリーダーとして「地域包括ケア」の実現に寄与する人材を養成します。

 
求める学生像

本学部において，以下の人材を求めます。

・大学において，教養と専門的知識を習得するために必要な基礎学力とコミュニケーション能力を持

つ人 
・福祉社会の実現に関心を持ち，自ら考え，実践・努力する人 
・様々な活動に主体的に取り組めるとともに，思いやりの心を持って行動できる人 
・地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップを持つ人 
・知的好奇心が旺盛で，新しい課題に積極的に取り組む人 
〈高度リハビリテーションコース〉 
・リハビリテーションの専門知識や技能を生かして社会に貢献したいという意思を持つ人 
〈社会福祉実践コース〉 
・福祉の専門職として，地域に貢献し，社会に役立ちたいという意思を持つ人 
〈心理学コース〉 
・心理学の知識や技能を生かして社会で活躍し，貢献したいという意思を持つ人 

入学者選抜の基本方針

本学部では，求める学生像のみならず，高等学校及び大学において育成すべき「生きる力」「確

かな学力」の本質を踏まえつつ，アドミッション・ポリシーに基づき，受験者の多様な能力を多

元的に評価する個別選抜を確立するために，一般入試（前期日程・後期日程）及び推薦入試（高

度リハビリテーションコース及び心理学コースは実施しない）を実施し，高等学校等で培われた

学びの意欲や活動を多面的・総合的に評価し，選考します。 
・一般入試（前期日程，後期日程） 

総合的な学力をみるため，大学入試センター試験と個別学力検査を課します。大学入試セン

ター試験は５～６教科７～８科目とし，個別学力検査では，各コースの専門に応じたテーマを

設定した小論文及び面接を全員に課します。小論文では論理的思考力，表現力（文章構成力を

含む）を，面接ではコミュニケーション能力，協調性，積極性などをみます。 
・推薦入試 

「社会福祉実践コース」のみ推薦入試を行います。特に，大学入試センター試験を課さない

推薦入試においては，アドミッション・ポリシーに基づき多様な能力を多元的に評価する選抜

として，小論文では総合問題等を導入し，論理的思考力，表現力を測り，面接ではコミュニケ

ーション力やリーダーシップを測ることにより丁寧な選抜を行います。 
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高等学校等の段階で習得すべき知識・能力

本学部の教育は，高等学校において学習する教科・科目を十分に理解し，習得していることを前提

として行われます。個別学力検査及び推薦入試においては，これら教科・科目の試験は課していませ

んが，大学入学までにこれらの教科・科目を履修し，習得していることが望まれます。 
 
国 語：他者の考え・気持ちを理解するとともに，文章や資料等を的確に理解し，論理的に

考え，話したり書いたりすることに習熟していることが必要です。 
なお，習得しておくべき科目は国語総合，国語表現，現代文，古典です。 

地理歴史・公民：地理歴史科及び公民科における各科目の学習を通じて，基礎的な知識や技能を

習得するとともに，地理，歴史及び現代社会に対する見方・考え方を身につけてお

くことが必要です。また，現代社会や世界には多様な価値観や考え方があることを

理解するとともに，身近な地域や社会，世界で起こっている出来事や社会的事象に

対して普段から興味や関心を持つことが望まれます。 
数 学：数学の基本的概念や原理・法則を理解するとともに，基礎的な計算技能を習得す

る必要があります。単に公式を暗記して問題に当てはめるのではなく，よりよい解

法を求めて，既習の知識・技能を活用する姿を期待します。また，数学的な見方・

考え方を身につけ，物事を数学的に判断・処理する能力を磨くことが必要です。 
なお，習得しておくべき科目は数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂです。 

理 科：基礎的な概念について理解をし，科学的な自然観を持つことが必要です。さらに，

知識の暗記だけでなく，科学的・論理的な思考を展開するために必要な見方や考え

方を身につけていることも必要です。 
外 国 語（英語）：外国語（英語）を聞くこと，話すこと，読むこと，書くことに関する基礎的な能力

を身につけ，積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲にあふれているこ

とが必要です。特に情報や考えなどを的確に理解したり，適切に伝えたりする力を

養い，国際社会に生きる人間としての精神と外国語（英語）の力を持つことが望ま

れます。 
なお，習得しておくべき科目はコミュニケーション英語Ⅰ，コミュニケーション英

語Ⅱ，コミュニケーション英語Ⅲ，英語表現Ⅰ，英語表現Ⅱです。 
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３．入学者選抜方法等 
 
（１）一般入試 
① 志願学部・学科等 

国公立大学（※独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。）入学志願者は，一般入

試（個別学力検査）について，前期日程から１つ，後期日程から１つ，公立大学中期日程から１つの

合計３つの国公立大学・学部に出願することができます。なお，本学のみに出願する場合，前期日程

と後期日程において学部・学科等の組み合わせに制限はありません。 
※公立大学協会ホームページ（http://www.kodaikyo.org/nyushi）を参照 

（１）教育学部（改組予定）

志願できるコースは，前期日程及び後期日程とも１つのみです。 
（２）経済学部

前期日程及び後期日程とも各学科の募集人員を一括して募集し，所属学科は入学後に決定しま

す。 
（３）医学部

志願できる学科は，前期日程及び後期日程とも１つのみです。（ただし，医学科は後期日程は

実施しません。） 
（４）工学部

（ア）志願できる学科は，前期日程及び後期日程とも第３志望まで認めます。ただし，福祉環境

工学科については，建築コースとメカトロニクスコースでコース別に募集します。したがっ

て，第１～第３志望を選択するときは，機械・エネルギーシステム工学科，電気電子工学科，

知能情報システム工学科，応用化学科，福祉環境工学科（建築コース），福祉環境工学科（メ

カトロニクスコース）の中から志望順に３つまでを選択することになります。また，第１志

望のみ又は第２志望まででもかまいません。 
（イ）前期日程において，第１志望の学科に必要な個別学力検査受験科目（理科）を受験してい

ない場合は，第１～第３志望とも判定の対象になりません。  
（ウ）前期日程において，第２志望以下での個別学力検査受験科目（理科）は，「物理基礎・物理」

「化学基礎・化学」のいずれでもかまいません。 
（５）福祉健康科学部（設置予定）

志願できるコースは，前期日程及び後期日程とも１つのみです。 
 
② 出願資格 

平成 年度大学入学者選抜｢大学入試センター試験｣で本学が指定する教科・科目を受験した者で，次

のいずれかに該当する者です。 
（１）高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）又は中等教育学校を卒業した者及び平成 年３月

卒業見込みの者 
（２）通常の課程による 年の学校教育を修了した者及び平成 年３月修了見込みの者 
（３）学校教育法施行規則第 条の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認められる者及び平成 年３月 日までにこれに該当する見込みの者 
なお，同条第７号により出願を希望する者は，事前に入学資格認定の審査を行いますので，学

生支援部入試課へ申し出てください。 
<参考>学校教育法施行規則第 条第７号 

大学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で， 歳に達したもの 
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申 出 先 〒870-1192 大分市大字旦野原 700 番地 
大分大学学生支援部入試課 TEL 097-554-7471 

 
【注１】学校教育法第 条第２項による高校２年生からのいわゆる飛び入学については，実施し

ません。 
【注２】出願資格のない者が受験しても合格とならないので注意してください。 

 

③ 入学者選抜方法 
入学者の選抜は，大学入試センター試験，個別学力検査等及び調査書に基づいて総合判定します。 

（１）調査書について 
出身高等学校長等が作成したものとします。 

（２）過年度の大学入試センター試験成績の利用について 
本学では平成 年度の入学試験において，大学入試センター試験の前年度以前の成績は利用し

ません。 
（３）第１段階選抜について 

医学部

医学科及び看護学科において，入学志願者が著しく多い場合は，大学入試センター試験の成績（傾

斜後の得点）により，次のとおり第１段階選抜を行います。 
①前期日程 

医学科は募集人員の約３倍，看護学科は募集人員の約６倍までを合格者とし，その合格者に

対して個別学力検査等を実施します。 
②後期日程 

看護学科は募集人員の約７倍までを合格者とし，その合格者に対して個別学力検査等を実施

します。 
福祉健康科学部（設置予定）

入学志願者が著しく多い場合は，大学入試センター試験の成績（傾斜後の得点）により，次のと

おり第１段階選抜を行います。 
①前期日程 

各コースの募集人員の約３倍までを合格者とし，その合格者に対して個別学力検査等を実施

します。 
②後期日程 

第１段階選抜は実施しません。 

（４）同点者の取り扱いについて

教育学部（改組予定）

それぞれの入試区分において同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位

とします。 
医学部

【前期日程】 
・同点者がいる場合は，医学科は大学入試センター試験の数学Ⅰ・数学Ａの高得点者，大学

入試センター試験の外国語の高得点者の順に高順位とします。 
看護学科は大学入試センター試験の高得点者を高順位とします。 

【後期日程】 
・後期日程は，看護学科のみ実施します。 
・同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位とします。 

福祉健康科学部（設置予定）

それぞれの入試区分において同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位

とします。
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申 出 先 〒870-1192 大分市大字旦野原 700 番地 
大分大学学生支援部入試課 TEL 097-554-7471 

 
【注１】学校教育法第 条第２項による高校２年生からのいわゆる飛び入学については，実施し

ません。 
【注２】出願資格のない者が受験しても合格とならないので注意してください。 

 

③ 入学者選抜方法 
入学者の選抜は，大学入試センター試験，個別学力検査等及び調査書に基づいて総合判定します。 

（１）調査書について 
出身高等学校長等が作成したものとします。 

（２）過年度の大学入試センター試験成績の利用について 
本学では平成 年度の入学試験において，大学入試センター試験の前年度以前の成績は利用し

ません。 
（３）第１段階選抜について 

医学部

医学科及び看護学科において，入学志願者が著しく多い場合は，大学入試センター試験の成績（傾

斜後の得点）により，次のとおり第１段階選抜を行います。 
①前期日程 

医学科は募集人員の約３倍，看護学科は募集人員の約６倍までを合格者とし，その合格者に

対して個別学力検査等を実施します。 
②後期日程 

看護学科は募集人員の約７倍までを合格者とし，その合格者に対して個別学力検査等を実施

します。 
福祉健康科学部（設置予定）

入学志願者が著しく多い場合は，大学入試センター試験の成績（傾斜後の得点）により，次のと

おり第１段階選抜を行います。 
①前期日程 

各コースの募集人員の約３倍までを合格者とし，その合格者に対して個別学力検査等を実施

します。 
②後期日程 

第１段階選抜は実施しません。 

（４）同点者の取り扱いについて

教育学部（改組予定）

それぞれの入試区分において同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位

とします。 
医学部

【前期日程】 
・同点者がいる場合は，医学科は大学入試センター試験の数学Ⅰ・数学Ａの高得点者，大学

入試センター試験の外国語の高得点者の順に高順位とします。 
看護学科は大学入試センター試験の高得点者を高順位とします。 

【後期日程】 
・後期日程は，看護学科のみ実施します。 
・同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位とします。 

福祉健康科学部（設置予定）

それぞれの入試区分において同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位

とします。 - 27 - 
 

④ 平成 年度入学者選抜の実施教科・科目等及び配点

教科・科目名の表記方法について

１ 大学入試センター試験の利用教科・科目名は，次のように略しています。  
・国語→国 
『国語』→「国」 

 
・地理歴史→地歴 

「世界史Ａ」→「世Ａ」,「世界史Ｂ」→「世Ｂ」,「日本史Ａ」→「日Ａ」, 
「日本史Ｂ」→「日Ｂ」,「地理Ａ」→「地理Ａ」,「地理Ｂ」→「地理Ｂ」 
※「同一名称のＡ・Ｂ出題科目」とは，「世界史Ａ」と「世界史Ｂ」，「日本史Ａ」と「日本史Ｂ」，「地

理Ａ」と「地理Ｂ」を指します。 
 

・公民→公民 
「現代社会」→「現社」,「倫理」→「倫」,「政治・経済」→「政経」, 
『倫理, 政治・経済』→「倫・政経」 
※「同一名称を含む出題科目」とは，「倫理」と『倫理，政治・経済』，「政治・経済」と『倫理，政

治・経済』を指します。 
 
・数学→数 

「数学Ⅰ」→「数Ⅰ」,『数学Ⅰ・数学Ａ』→「数Ⅰ・数Ａ」, 
「数学Ⅱ」→「数Ⅱ」,『数学Ⅱ・数学Ｂ』→「数Ⅱ・数Ｂ」, 
『簿記・会計』→「簿」,『情報関係基礎』→「情報」,「工業数理基礎」→「工」 
 

・理科→理 
「物理基礎」→「物基」,「化学基礎」→「化基」,「生物基礎」→「生基」,「地学基礎」→「地基」, 
「物理」→「物」,「化学」→「化」,「生物」→「生」,「地学」→「地学」 
※「基礎を付した科目」とは，「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」を指します。 
※「基礎を付さない科目」とは，「物理」「化学」「生物」「地学」を指します。  
※「同一名称を含む出題科目」とは，「物理基礎」と「物理」，「化学基礎」と「化学」，「生物基礎」

と「生物」，「地学基礎」と「地学」を指します。 
 

・外国語→外 
『英語』→「英」,『ドイツ語』→「独」,『フランス語』→「仏」,『中国語』→ 「中」, 
『韓国語』→「韓」 

 
(注) 『 』で記載しているものは, ２つの科目を総合したもの又は２つ以上の科目に共通する内容を 
盛り込んだ出題科目です｡ 

 
２ 個別学力検査の出題教科・科目名は，上記１によるほか次のように略しています。  

・「国語総合」→「国総」 
・「数学Ａ」→「数Ａ」,「数学Ｂ」→「数Ｂ」，「数学Ⅲ」→「数Ⅲ」 
・「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ」→「コ英Ⅰ」，「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ」→「コ英Ⅱ」，「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ」→「コ英Ⅲ」， 
「英語表現Ⅰ」→「英表Ⅰ」，「英語表現Ⅱ」→「英表Ⅱ」 
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（２）推薦入試

推薦入試Ⅰ（大学入試センター試験を課さない）

① 推薦要件
次の各号に該当する者で，高等学校長，中等教育学校長，特別支援学校長及び日本の高等学校と同等の課程

を有するとして文部科学大臣が認定している在外教育施設等の長が責任をもって推薦できる者

１ 高等学校，中等教育学校，特別支援学校の高等部及び日本の高等学校と同等の課程を有するとして文部

科学大臣が認定している在外教育施設等（以下「高等学校等」という。）を平成 年３月卒業見込みの者

（外国の高等学校に留学のため，平成 年４月１日以降学年の途中において卒業と認められた者を含む。）

２ 合格した場合は，入学することを確約できる者

３ 次表（推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表）の各学部・学科・コース等の掲げる推薦要件を満

たす者

② 入学者選抜方法等
大学入試センター試験を免除し，次表の検査項目及び調査書，志望理由書，推薦書に基づいて総合判定し

ます。 
 
推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表 

学
部 学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

経

済

学

部 

経 済 学 科 
経 営 シ ス テ ム 学 科 
地 域 シ ス テ ム 学 科 

【注１】 

普通 
推薦 

各高等学校等

から４名以内

(1) 高等学校等の普通科又はその他の学科で本

学が普通科に準ずると認める学科・課程（い

わゆる職業教育を主とする学科以外の学科）

を卒業見込みの者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 校内外を問わず自主的勉学ないし活動にお

いて特に優れた成果をあげている者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

小論文

面 接

商業 
推薦  制限なし

(1) 高等学校等の商業に関する学科・課程又は

その他の学科を卒業見込みの者。ただし，商

業に関する学科・課程以外を卒業見込みの者

については，商業に関する教科・科目を 単

位以上修得した（見込みを含む。）者 
(2) 高等学校等の最終年次における成績が上

位 ％以内の者 
(3) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

面 接

小論文

計  

医

学

部 

看 護 学 科  各高等学校等

から３名以内

(1) 高等学校等における学習成績が優秀で，調

査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
※Ⓐに該当する者については，調査書にⒶと

表示してください。 
(2) 看護職者あるいは看護学研究者として活躍

しようとする，はっきりした目的意識を持ち，

他者への思いやりと共感，生涯学習への意志

と体力を持った者 

小論文

面 接

計 

【注１】経済学部は，入学後に所属学科を決定します。 
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学
部 学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

工

学

部 

応 用 化 学 科 

Ａ推薦 

制限なし

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ２ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の化学に関する学科・課程又は

総合学科を卒業見込みの者。ただし，総合学

科を卒業見込みの者については，工業に関す

る教科・科目を 単位以上修得した（見込み

を含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

福祉環境工学科 
【注２】 

建
築
コ
ー
ス 

Ｂ推薦 
【注３】 ５ 制限なし

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の建築系又は土木系の学科・課

程又は総合学科を卒業見込みの者。ただし，

総合学科を卒業見込みの者については，建築

又は土木に関する教科・科目を 単位以上

修得した（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー
ス 

Ａ推薦 ６ 

制限なし

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 
【注３】 ２ 

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の機械系，電気系の学科・課程又

は総合学科を卒業見込みの者。ただし，総合

学科を卒業見込みの者については，機械，電

気に関する教科・科目を 単位以上修得し

た（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 
計 

 

【注２】工学部福祉環境工学科には建築コース（入学定員 50 名）とメカトロニクスコース（入学定員 30 名）の２

コースがあります。推薦入試の合格者は，入学後は志願時に希望したコースに所属して学びます。 
【注３】工学部福祉環境工学科のＢ推薦において，出身学校の課程・学科，履修科目と希望コースが整合しているか

どうかが疑問の場合は，事前に入試課へ申し出てください。 
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学
部 学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

工

学

部 

工

学

部 

機 械 ・ エ ネ ル ギ ー 
シ ス テ ム 工 学 科 

Ａ推薦 ９ 

各高等学校等

からＡ推薦，

Ｂ推薦合わせ

て４名以内

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 高等学校等において「物理」を履修している

者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ３ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の機械又は電気に関する学科・

課程又は総合学科を卒業見込みの者。ただし，

総合学科を卒業見込みの者については，工業

に関する教科・科目を 単位以上修得した

（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

電 気 電 子 工 学 科 

Ａ推薦 

各高等学校等

からＡ推薦，

Ｂ推薦合わせ

て３名以内

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者，又は特

に物理が優秀な者 
(3) 高等学校等において「物理」を履修している

者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ３

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の電気又は電子に関する学科・

課程又は総合学科を卒業見込みの者。ただ

し，総合学科を卒業見込みの者については，

工業に関する教科・科目を 単位以上修得

した（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀な者，又は特

に物理が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

知能情報システム工学科 

Ａ推薦 

各高等学校等

からＡ推薦，

Ｂ推薦合わせ

て３名以内

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ５ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の情報又は計算機に関する工業

系の学科・課程又は総合学科を卒業見込みの

者。ただし，総合学科を卒業見込みの者につ

いては，情報又は計算機に関する科目８単位

以上を含む工業に関する教科・科目を 単

位以上修得した（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 
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学
部 学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

工

学

部 

応 用 化 学 科 

Ａ推薦 

制限なし

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ２ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の化学に関する学科・課程又は

総合学科を卒業見込みの者。ただし，総合学

科を卒業見込みの者については，工業に関す

る教科・科目を 単位以上修得した（見込み

を含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

福祉環境工学科 
【注２】 

建
築
コ
ー
ス 

Ｂ推薦 
【注３】 ５ 制限なし

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の建築系又は土木系の学科・課

程又は総合学科を卒業見込みの者。ただし，

総合学科を卒業見込みの者については，建築

又は土木に関する教科・科目を 単位以上

修得した（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー
ス 

Ａ推薦 ６ 

制限なし

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 
【注３】 ２ 

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の機械系，電気系の学科・課程又

は総合学科を卒業見込みの者。ただし，総合

学科を卒業見込みの者については，機械，電

気に関する教科・科目を 単位以上修得し

た（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 
計 

 

【注２】工学部福祉環境工学科には建築コース（入学定員 50 名）とメカトロニクスコース（入学定員 30 名）の２

コースがあります。推薦入試の合格者は，入学後は志願時に希望したコースに所属して学びます。 
【注３】工学部福祉環境工学科のＢ推薦において，出身学校の課程・学科，履修科目と希望コースが整合しているか

どうかが疑問の場合は，事前に入試課へ申し出てください。 
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推薦入試Ⅱ（大学入試センター試験を課す）
① 推薦要件

次の各号に該当する者で，高等学校長，中等教育学校長，特別支援学校長及び日本の高等学校と同等の課程

を有するとして文部科学大臣が認定している在外教育施設等の長が責任をもって推薦できる者

１ 高等学校，中等教育学校，特別支援学校の高等部及び日本の高等学校と同等の課程を有するとして文部

科学大臣が認定している在外教育施設等（以下「高等学校等」という。）を平成 年３月卒業見込みの者

（外国の高等学校に留学のため，平成 年４月１日以降学年の途中において卒業と認められた者を含む。）

２ 合格した場合は，入学することを確約できる者

３ 次表（推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表）の各コースの掲げる推薦要件を満たす者

② 入学者選抜方法等
大学入試センター試験，面接及び調査書，志望理由書，推薦書に基づいて総合判定します。 

 
推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表

学
部 課程・コース 募集 

人員 推薦人員 推薦要件 検査 
項目 

教
育
学
部
（
改
組
予
定
） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

小学校教育コース 各高等学校等

から５名以内

人物的に優れ，かつ，小学校教育に対する意欲と
情熱を有し，教員としての適性がある者 面 接

特別支援教育コース ５ 制限なし
人物的に優れ，かつ，特別支援教育に対する意欲

と情熱を有し，教員としての適性がある者 面 接

計  

【注】面接は，個人面接と集団面接を行います。集団面接は，集団討論の方式で実施します。ただし，志願者数に

よっては集団面接を行わないことがあります。その場合は，個人面接のみを行います。

大学入試センター試験指定教科・科目

学
部 課程・コース 

大学入試センター試験指定教科・科目名

教科 科 目 名 等

教
育
学
部
（
改
組
予
定
） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

小学校教育コース 

国 国

数 
 

数Ⅰ・数Ａ  
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報，（工）から１ ※４ 

地歴 
 
公民 
理 
 
 
 

世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ， 
地理Ａ，地理Ｂ       から１又は２ 
現社，倫，政経，倫・政経 ※２ 
①物基，化基，生基，地基から２  
②物，化，生，地学から１ 
③物基，化基，生基，地基から２と 
物，化，生，地学から１ ※３ 

④物，化，生，地学から２ 特別支援教育コース 

外 英，独，仏，中，韓から１  
 
［５教科７～８科目又は６教科７～８科目］ 

※１ 「地理歴史」及び「公民」から２科目と「理科」の①もしくは②又は「地理歴史」及び「公民」から１科目

と「理科」の③もしくは④

※２ 「地理歴史」においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，「公民」においては，同一名称を含む出題科目同士の

選択はできません。

※３ 「理科」において，同一名称を含む出題科目同士を選択していた場合は，「基礎を付した科目」２科目の合計

点と「基礎を付さない科目」の得点のうち高得点の得点のみを使用します。「地理歴史」及び「公民」で 科目

しか受験していない場合は，出願資格を満たさないこととなります。

※４ 科目名等の「（工）」は「旧教育課程履修者に対する経過措置に係る科目」です。新教育課程履修者は選択解答

できません。

※１ 
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学
部 学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

福
祉
健
康
科
学
部
（
設
置
予
定
） 

福祉健康科学科 

社
会
福
祉
実
践
コ
ー
ス 

普通 
推薦 ５

各高等学校等

から２名以内

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 人物的に優れ，かつ，福祉の専門職として，
地域に貢献し，社会に役立ちたいという意志
を有する者 

小論文

面 接

福祉 
推薦 １ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の福祉に関する学科・課程又は
その他の学科を卒業見込みの者。ただし，次
のいずれかに該当する者  
① 文部科学省が指定する「福祉系高等学校
等」「特例高等学校等」において「教科福祉」
に含まれる科目を 12 単位以上修得した（見込
みを含む。）者 
② ①以外の高等学校等で福祉関係のコース
や課程，系列において，福祉に関する科目を
12 単位以上修得した（見込みを含む。）者 

(3) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，かつ，福祉の専門職として，
地域に貢献し，社会に役立ちたという意志を
有する者 

小論文

面 接

計 ６ 

合 計  

 

③ 配点

 
④ 出願期間

平成 年 月２日（月）～６日（金）

⑤ 選抜期日
平成 年 月 日（水）

⑥ 合格者発表
平成 年 月１日（火）

学 部 学科・コース等 小論文
基礎能

力試験

面 接
志 望

理由書
推薦書 調査書 合 計個人

面接

集団

面接

経済学部

経 済 学 科

経 営 シ ス テ ム 学 科

地 域 シ ス テ ム 学 科

医 学 部 看 護 学 科

工 学 部 全 学 科

福祉健康

科学部

（設置予定）

福祉健康

科学科
社会福祉実践コース
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推薦入試Ⅱ（大学入試センター試験を課す）
① 推薦要件

次の各号に該当する者で，高等学校長，中等教育学校長，特別支援学校長及び日本の高等学校と同等の課程

を有するとして文部科学大臣が認定している在外教育施設等の長が責任をもって推薦できる者

１ 高等学校，中等教育学校，特別支援学校の高等部及び日本の高等学校と同等の課程を有するとして文部

科学大臣が認定している在外教育施設等（以下「高等学校等」という。）を平成 年３月卒業見込みの者

（外国の高等学校に留学のため，平成 年４月１日以降学年の途中において卒業と認められた者を含む。）

２ 合格した場合は，入学することを確約できる者

３ 次表（推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表）の各コースの掲げる推薦要件を満たす者

② 入学者選抜方法等
大学入試センター試験，面接及び調査書，志望理由書，推薦書に基づいて総合判定します。 

 
推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表

学
部 課程・コース 募集 

人員 推薦人員 推薦要件 検査 
項目 

教
育
学
部
（
改
組
予
定
） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

小学校教育コース 各高等学校等

から５名以内

人物的に優れ，かつ，小学校教育に対する意欲と
情熱を有し，教員としての適性がある者 面 接

特別支援教育コース ５ 制限なし
人物的に優れ，かつ，特別支援教育に対する意欲

と情熱を有し，教員としての適性がある者 面 接

計  

【注】面接は，個人面接と集団面接を行います。集団面接は，集団討論の方式で実施します。ただし，志願者数に

よっては集団面接を行わないことがあります。その場合は，個人面接のみを行います。

大学入試センター試験指定教科・科目

学
部 課程・コース 

大学入試センター試験指定教科・科目名

教科 科 目 名 等

教
育
学
部
（
改
組
予
定
） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

小学校教育コース 

国 国

数 
 

数Ⅰ・数Ａ  
数Ⅱ・数Ｂ，簿，情報，（工）から１ ※４ 

地歴 
 
公民 
理 
 
 
 

世Ａ，世Ｂ，日Ａ，日Ｂ， 
地理Ａ，地理Ｂ       から１又は２ 
現社，倫，政経，倫・政経 ※２ 
①物基，化基，生基，地基から２  
②物，化，生，地学から１ 
③物基，化基，生基，地基から２と 
物，化，生，地学から１ ※３ 

④物，化，生，地学から２ 特別支援教育コース 

外 英，独，仏，中，韓から１  
 
［５教科７～８科目又は６教科７～８科目］ 

※１ 「地理歴史」及び「公民」から２科目と「理科」の①もしくは②又は「地理歴史」及び「公民」から１科目

と「理科」の③もしくは④

※２ 「地理歴史」においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，「公民」においては，同一名称を含む出題科目同士の

選択はできません。

※３ 「理科」において，同一名称を含む出題科目同士を選択していた場合は，「基礎を付した科目」２科目の合計

点と「基礎を付さない科目」の得点のうち高得点の得点のみを使用します。「地理歴史」及び「公民」で 科目

しか受験していない場合は，出願資格を満たさないこととなります。

※４ 科目名等の「（工）」は「旧教育課程履修者に対する経過措置に係る科目」です。新教育課程履修者は選択解答

できません。

※１ 
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③ 配点

【注】面接は，個人面接と集団面接を行いますが，志願者数によっては集団面接を行わないことがあります。

集団面接を行わない場合は，個人面接の配点を 点として大学入試センター試験と合わせて 点で合否

判定を行います。

④ 出願期間
平成 年 月２日（月）～６日（金）

⑤ 選抜期日
平成 年 月 日（水）

⑥ 合格者発表
平成 年２月 日（水）

学

部

課程・コース

大学入試

センター

試験

面 接

志 望

理由書
推薦書 調査書 合 計個人

面接

集団

面接

教
育
学
部
（
改
組
予
定
）

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

小 学 校 教 育 コ ー ス

特 別 支 援 教 育 コ ー ス
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（４）帰国子女入試 

実施学部

学科等名

経済学部 工学部

経済学科

経営システム学科 【注１】

地域システム学科

機械・エネルギーシステム工学科

電気電子工学科

知能情報システム工学科

応用化学科

福祉環境工学科【注２】

・建築コース

・メカトロニクスコース

募集人員 若干名（定員内） 若干名（定員内）

〔出願資格〕

日本の国籍を有する者及び日本国の永住許可を得ている者であって，保護者の海外勤務等やむを得ない

事情により海外に移住し，次のいずれかに該当する者です。

１．外国の正規の学校教育における 年の課程（日本における通常の課程による学校教育期間を含みま

す。）を 年４月１日から 年３月 日までに卒業（修了）した者及び卒業（修了）見込みの者で，

外国において最終の学年を含め２年以上継続して正規の学校教育を受けているもの

ただし，外国に設置されたものであっても，日本の学校教育法に準拠した教育を行っている学校に

在学して教育を受けた期間は，外国において学校教育を受けた期間とはみなしません。

２．外国及び国内において，スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バカ

ロレア資格証書を 年又は 年に授与された者で， 年４月１日現在満 歳に達しているもの

３．外国及び国内において，ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビ

トゥア資格を 年又は 年に授与された者で， 年４月１日現在満 歳に達しているもの

４．外国及び国内において，フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資

格を 年又は 年に授与された者で， 年４月１日現在満 歳に達しているもの

選抜方法 等

経済学部 工 学 部
大学入試センター試験及び

個別学力検査を免除し，小論

文，面接及び提出書類を総合

して選考します。 

大学入試センター試験を免除し，学力検査，面接及び提

出書類を総合して選考します。 
学力検査は下記のとおりです。 

学科 
 
 
教科等 

・機械・エネルギー 
システム工学科 

・電気電子工学科 

・知能情報システム工

学科 
・応用化学科 
・福祉環境工学科 

理 科 ｢物理基礎・物理｣ 
｢物理基礎・物理｣又は 
｢化学基礎・化学｣から

１科目 

英 語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ，ｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ英語Ⅲ，英語表現Ⅰ，英語表現Ⅱ 

数 学 
「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ」 
※数学Ａは「場合の数と確率，図形の性質」 
※数学Ｂは「数列，ベクトル」 

出 願 期 間  年１月 日（月）～ 日（金）

選 抜 期 日  年２月５日（金）

合格者発表日  年２月 日（月）

【注１】所属学科は，入学後に決定します。 
【注２】工学部福祉環境工学科には，建築コースとメカトロニクスコースの２コースがあります。 
 合格者は，志願時に希望したコースに所属して学びます。 
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（５）社会人入試 

〔経済学部〕  〔社会人入試〕 

実 施 学 部 
学 科 名 

経済学部 

経済学科 
経営システム学科 【注】 
地域システム学科 

募集人員 若干名（定員内） 

〔出願資格〕 
平成 年４月１日現在で，下記１～３に示すいずれかの基礎資格取得後，社会人経験を５年以上有する満

歳以上の者です。 
なお，社会人経験には，家事従事期間及び定職を持ち定時制，夜間又は通信制の学校（大学を含む。）に

在学した期間が含まれます。 
 

１．高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者 
２．通常の課程による 年の学校教育を修了した者 
３．学校教育法施行規則第 条の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められ 
る者 

選 抜 方 法 等 大学入試センター試験及び個別学力検査を免除し，小論文，面接及び提出書類を総合し

て選考します。  

出 願 期 間 平成 年１月 日（月）～ 日（金）

選 抜 期 日 平成 年２月５日（金）

合 格 者 発 表 日 平成 年２月 日（月）

【注】所属学科は，入学後に決定します。 
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〔医学部〕 〔社会人入試〕 
実 施 学 部 
学 科 名 医学部看護学科 

募集人員 若干名（定員内） 

〔出願資格〕 
次の各号のいずれかに該当する者のうち，平成 年４月１日現在，社会人経験４年以上を有する年齢

歳以上の者で，合格した場合は，入学することを確約できるもの 
なお，社会人経験には，家事従事期間及び定職を持ち定時制又は通信制の高等学校に在学した期間を含み

ます。 
 

１．高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者 
２．通常の課程による 年の学校教育を修了した者 
３．学校教育法施行規則第 条（第６号を除く。）の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められる者 

選 抜 方 法 等 大学入試センター試験を免除し，出願書類，小論文及び面接を総合評価の上，合格者を

決定します。 

出 願 期 間 平成 年７月 日（火）～ 日（金）

選 抜 期 日 平成 年８月 日（火）

合 格 者 発 表 日  平成 年９月８日（火）
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（６）私費外国人留学生入試 

実施学部 
学科等名 

経済学部 工学部 

経済学科 
経営システム学科 【注１】 
地域システム学科 

機械・エネルギーシステム工学科 
電気電子工学科 
知能情報システム工学科 
応用化学科 
福祉環境工学科【注２】 
・建築コース 
・メカトロニクスコース 

募集人員 若干名（定員内） 若干名（定員内） 

 
〔出願資格〕 

次の１及び２をすべて満たしていること。 
 

１．日本国籍を有しない者で，外国において学校教育における 年の課程を修了した者及び 年３月

日までに修了見込みの者，又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 
２．独立行政法人日本学生支援機構が実施する｢日本留学試験｣（ 年度の第１回，第２回又は 年度の

第１回，第２回の成績の利用を可とするが，複数回受験した者は，出願時にいずれかを指定すること）を

受験し，学部ごとに下記の要件を満たしている者 
 

（経済学部） 
下記の経済学部で課せられている全試験科目を受験し，日本語の「聴解・聴読解」，「読解」の総得点が

点以上であること，及び総合科目と数学の得点の合計が 点以上であること。 
 
（工学部） 

下記の工学部で課せられている全試験科目を受験し，日本語の「聴解・聴読解」，「読解」，「記述」の

総得点が５割以上であること。 

日本留学試験で課す科目について

学
部 学 科 等 利用科目 数学の選択 理科の選択 出題言語 

経 
済 
学 
部 

経済学科 
経営システム学科 【注１】 
地域システム学科 

日 本 語 
総合科目 
数 学 

コース１ 
（文系） （該当なし） 

日本語 
又は 

英 語 

工 
学 
部 

機械・エネルギーシステム工学科 
電気電子工学科 
知能情報システム工学科 
応用化学科 

 福祉環境工学科【注２】 
・建築コース

・メカトロニクスコース 

日 本 語 
理 科 
数 学 

コース２ 
（理系） 

物理  
化学  
生物  

日本語 
又は 

英 語 

  

から 
２科目 
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本学で実施する学力検査等について

学
部 課程・学科等 検 査 科 目 等 

経 
済 
学 
部 

 経済学科 
 経営システム学科 【注１】 
 地域システム学科 

数学又は英語から１教科 
数学 ｢数学Ⅰ・数学Ⅱ｣ 
英語 ｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ， 

 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ，英語表現Ⅰ，英語表現Ⅱ｣ 
小論文 
面 接 

工 
 
学 
 
部 

 機械・エネルギーシステム工学科 
 電気電子工学科 
  

理 科 ｢物理基礎・物理｣ 
英 語 ｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語

Ⅲ，英語表現Ⅰ，英語表現Ⅱ｣ 
数 学 ｢数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ｣ 
※数学Ａは「場合の数と確率，図形の性質」 
※数学Ｂは「数列，ベクトル」 
面 接 

知能情報システム工学科 
 応用化学科 
 福祉環境工学科【注２】 

・建築コース

・メカトロニクスコース 

理 科 ｢物理基礎・物理｣ ｢化学基礎・化学｣から１科目 
英 語 ｢ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語

Ⅲ，英語表現Ⅰ，英語表現Ⅱ｣ 
数 学 ｢数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ｣ 
※数学Ａは「場合の数と確率，図形の性質」 
※数学Ｂは「数列，ベクトル」 
面 接 

【注１】所属学科は，入学後に決定します。 
【注２】工学部福祉環境工学科には，建築コースとメカトロニクスコースの２コースがあります。 

合格者は，志願時に希望したコースに所属して学びます。 
 

出 願 期 間 年１月 日（月）～ 日（金）

選 抜 期 日 年２月５日（金）

合 格 者 発 表 日 年２月 日（月）

選 抜 方 法 等 日本留学試験並びに本学で実施する学力検査等（上記）及び出願書類を総合して選考し

ます。 
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４．障がいのある者等の事前相談 
障がいを有する等，受験上及び修学上の配慮を必要とする可能性がある入学志願者については，次の

要領で申し出てください。 
（１）申出期限 

募集要項にて公表します。ただし，期限後に不慮の事故等により障がいのある状態になったとき

には，その時点ですみやかに申し出てください。 
（２）申出方法 

申請書（診断書等必要書類添付）を提出してください。必要な場合は，本学において，志願者本

人またはその立場を代弁しうる関係者等との面談を行います。 
（３）申 出 先 

〒870-1192 大分市大字旦野原 番地 
大分大学学生支援部入試課 TEL 097-554-7471 

 

５．東日本大震災により被災した者，または東日本大震災や福島原子力発電

所事故により転学等をした者の事前相談 

東日本大震災により被災した入学志願者，または東日本大震災や福島原子力発電所事故により転学

等をした入学志願者で，本学の受験に際し特別な措置が必要な者及び修学上特別な配慮が必要な者は，

次の要領で申し出てください。

（１）申出期限

募集要項及び本学ホームページにて公表します。 
（２）申出方法

志願者本人またはその立場を代弁しうる関係者等から，直接または電話により申し出てくださ

い。

（３）申 出 先

〒870-1192 大分市大字旦野原 700 番地

大分大学学生支援部入試課 TEL 097-554-7471

なお，東日本大震災に関する入試情報については，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/
に詳細を掲載しています。

 

６．入試過去問題の使用について 
大分大学は，「入試過去問題活用宣言」に参加を表明しています。ただし，出題科目である「数学」

と「小論文」は参加しません。 
（１）本学のアドミッション・ポリシーを実現するため，必要と認める範囲で「入試過去問題活用宣 

言」に参加している大学で過去に出された問題を使用して出題することがあります。 
なお，過去問題は必ず使用するとは限りません。 

（２）入試過去問題を使用して出題する場合は，そのまま使用することも，一部改変することもあり 
ます。また，入試過去問題を使用した場合は，入学試験終了後，受験者にわかる形で使用過去問 
題を公表します。 

（３）「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧は，次のホームページにて公表していま

す。 http://www.nyushikakomon.jp/ 
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７．平成 年度入学者選抜に関する実施状況７．平成 年度入学者選抜に関する実施状況
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平成27年度一般入試合格者の成績

【前期日程】

学　　部 課程・学科（コース･分野） 募集人員 合格者数 満点 最高点 最低点 平均点

学校教育課程

  発達教育コース

  特別支援教育コース

  教科教育コース

情報社会文化課程

  社会文化コース

  情報教育コース

  総合表現コース

人間福祉科学課程

  社会福祉コース

  心理健康福祉コース

    （心理分野）

    （スポーツ･健康分野）

  生活環境福祉コース

    （生活分野）

    （環境分野）

経済学科

経営システム学科

地域システム学科

医学科

看護学科

機械･エネルギーシステム工学科

電気電子工学科

知能情報システム工学科

応用化学科

福祉環境工学科 建築コース

福祉環境工学科 メカトロニクスコース

【後期日程】

学　　部 課程・学科（コース･分野） 募集人員 合格者数 満点 最高点 最低点 平均点

学校教育課程

  発達教育コース

  特別支援教育コース

  教科教育コース

情報社会文化課程

  社会文化コース

  情報教育コース

  総合表現コース

人間福祉科学課程

  社会福祉コース

  心理健康福祉コース

    （心理分野）

    （スポーツ･健康分野）

  生活環境福祉コース

    （生活分野）

    （環境分野）

経済学科

経営システム学科

地域システム学科

医学科 － － － － － －

看護学科

機械･エネルギーシステム工学科

電気電子工学科

知能情報システム工学科

応用化学科

福祉環境工学科 建築コース

福祉環境工学科 メカトロニクスコース

※　　追加合格者は除く。
※　　合格者が10人未満の場合は，平均点のみ開示。
※　　合格者が5人以下の場合は，個人情報となるので不開示。

医 学 部

工 学 部

医 学 部

工 学 部

教育福祉科学部

経 済 学 部

教育福祉科学部

経 済 学 部
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８．募集要項の請求方法
各入試に出願するためには，願書が同封された募集要項が必要です。 
募集要項の請求方法には，（１）インターネットで請求，（２）大分大学に郵送で請求，（３）大分大

学学生支援部入試課の窓口で受領，（４）電話（テレメール）で請求の４つの方法があります。 
なお，（１）インターネットで請求及び（４）電話（テレメール）で請求の募集要項の送付状況等に

ついてのお問い合わせは，大分大学では対応できませんので，それぞれのお問い合わせ先に電話をし

てください。 

募集要項等 公表 
予定時期 

一般入試学生募要項 月上旬 
推薦入試学生募集要項 月上旬 
経済学部ＡＯ入試学生募集要項 ６月中旬 
医学部医学科ＡＯ入試学生募集要項 ６月中旬 
特別入試学生募集要項（帰国子女・社会人・私費外国人留学生） 
※医学部看護学科社会人入試を除く 月上旬 

医学部看護学科社会人入試学生募集要項 ６月下旬 
大学案内（受験者向けパンフレット） ６月下旬 
※医学部看護学科社会人入試学生募集要項については，インターネット及び電話（テレメール）で

の請求ができません。 
 
（１）インターネットで請求

次の２つのサービスのいずれかを利用して，募集要項を請求することができます。パソコンから下

記 URL にアクセスするか，携帯電話・スマートフォンで下記バーコードを読み取ってそれぞれのサ

イトにアクセスして，請求をしてください。なお，請求方法の詳細は，各サイトの指示に従ってくだ

さい。 

 パソコンから請求 携帯電話・スマート
フォンから請求 

テレメール

http://telemail.jp  

※資料請求番号は， ページを参照してください。 
※テレメールでの資料請求に関するお問い合わせ先 
テレメールカスタマーセンター TEL 050-8601-0102（9:30～18:00） 

モバっちょ
http://djc-mb.jp/oita-u3/  

※モバっちょでの資料請求に関するお問い合わせ先 
TEL 050-3540-5005 （平日 10:00～18:00） 

※本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/06nyushi/05shiryo.html）にアクセスし，各サービ

スのボタンをクリックして，各サイトに移動することもできます。 
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（２）大分大学に郵送で請求

募集要項を郵送する際に必要な郵便料金分（下記【郵便料金一覧】参照）の切手を貼り，申込者の

郵便番号，住所，氏名を記入した角形 2 号の返信用封筒を，本学への往信用封筒に同封し，下記の請

求先住所に郵送で請求してください。 
往信用封筒の表には，「一般入試学生募集要項請求」，「推薦入試学生募集要項請求」等の請求する資

料名を正確に朱書きするとともに，連絡のつく電話番号を同封してください。（資料名が不明確な場

合，配布開始前の場合，返信用封筒の切手が不足する場合等のお問い合わせに利用します。） 
※往信用封筒の大きさは，返信用封筒が入ればどのような大きさでもかまいません。 
※郵送での請求の場合，原則として本学に返信用封筒が到着した翌日の発送となります。 

 

請求先住所 
〒870-1192 

大分市大字旦野原 700 番地 
大分大学学生支援部入試課 宛 

 
【郵便料金一覧】 

募集要項等 普通料金（円） 速達料金（円）

一般入試学生募集要項

一般入試学生募集要項＋大学案内

推薦入試学生募集要項

経済学部ＡＯ入試学生募集要項

医学部医学科ＡＯ入試学生募集要項

特別入試学生募集要項（帰国子女・社会人・私費外国人留学生入

試）

医学部看護学科社会人入試学生募集要項

大学案内（受験者向けパンフレット）

 
（３）大分大学学生支援部入試課の窓口で受領

学生支援部入試課の窓口で募集要項の配布を行っています。 
① 配布場所 大分大学学生支援部入試課（大分市大字旦野原 番地） 
② 配布時間 8:30～17:15（土日，祝日，夏季一斉休業期間，年末年始休業期間を除く。） 
③ お問い合わせ先 TEL 097-554-7519 

 
（４）電話（テレメール）で請求

テレメールのサービスを利用して，自動音声応答電話で募集要項及び大学案内を請求することがで

きます。 
IP 電話 050-8601-0101 
※請求方法は，音声ガイダンスに従ってください。 
 

資料名 資料請求番号 
一般入試学生募集要項 587852 
一般学生募集要項＋大学案内 547952 
推薦入試学生募集要項 587862 
経済学部 AO 入試学生募集要項 547972 
医学部医学科 AO 入試学生募集要項 547992 
特別入試学生募集要項（帰国子女・社会人・私費外国人

留学生入試） 564982 

大学案内（受験者向けパンフレット） 587882 
※テレメールでの資料請求に関するお問い合わせ先 
テレメールカスタマーセンター TEL 050-8601-0102（9:30～18:00） 

 
○ 募集要項請求に関するお問い合わせ先

大分大学学生支援部入試課 
TEL 097-554-7519 



平
成
28
年
度

入
学
者
選
抜
要
項


